
を
見
る
心
の
目
の
深
さ
を
教
え
ら
れ
俳
句
に
志
す
こ

と
に
な
っ
た
え
に
し
の
尊
さ
を
し
み
じ
み
か
み
し
め

て
い
る
次
第
で
あ
る
。
そ
の
心
を
糧
と
し
て

角
笛
の
音
の
夕
焼
け
て
暹
か
な
り

群
羊
と
天
地
溶
け
合
ふ
大
西
日

と
い
っ
九
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
旅
怡
や

癒
へ
て
な
ほ
痢
の
騒
も
つ
泰
嵐

島
に
墓
地
な
し
故
郷
な
し
雁
わ
た
る

な
ど
隔
雛
島
で
の
病
者
と
一
体
と
な
っ
て
奉
仕
し
た

感
動
は
、
一
人
の
人
問
の
生
涯
の
礎
と
し
て
票
身

を
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
様
に
里
て
な
ら
な
い
。

文
学
に
も
人
間
に
も
停
年
は
な
い
、
日
々
一
本
ず
つ

確
か
な
杭
を
打
込
め
と
い
う
河
野
仁
昭
先
生
の
至
言

に
素
直
に
従
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

(
女
子
中
学
・
高
等
学
校
教
諭
)

同
志
社
校
地
出
土
の
埋
文
化
財
⑩鈴

木
需

ふ
し
み
に
ん
ぎ
よ
う
け
ん
え
ん
ず
も
う

伏
見
人
形
・
犬
猿
相
撲
(
江
戸
時
代
)

(
中
学
校
新
彰
栄
館
増
築
地
点
・
第
二
遺
榊
検
出
而
出

土
・
高
き
鮎
 
m
)

満
面
に
笑
み
を
九
九
え
た
犬
と
、
柔
和
な
表
情

の
猿
に
、
四
つ
相
撲
を
と
ら
せ
て
い
る
姿
が
、
ほ

ほ
え
ま
し
い
。

灰
白
色
の
粘
土
条
材
と
し
て
、
ニ
ギ
リ
、
マ

ゲ
、
ハ
リ
ツ
ケ
、
ナ
デ
、
オ
サ
エ
、
キ
ザ
ミ
な

ど
、
き
わ
め
て
単
純
な
手
法
で
造
形
し
て
い
る
。

つ
ぷ
さ
に
観
察
す
る
と
、
犬
の
脇
腹
や
猿
の
手
足

の
一
部
が
変
色
し
て
い
て
痛
々
し
い
が
、
こ
れ
は

二
次
的
な
熱
、
つ
ま
り
火
災
に
よ
る
鴛
を
受
け

寵
拠
で
も
あ
る
。
宝
永
五
年
(
一
七
0
八
)
の

棄
火
火
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
出
士
の
層

位
と
、
共
作
資
料
な
ど
か
ら
、
江
戸
時
代
の
前
期

の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
が
、
後
世
の
多
く
の
型
づ

く
り
の
伏
見
人
形
と
迩
っ
て
、
素
朴
さ
の
中
に
豊

か
な
表
裂
認
め
ら
れ
る
。

伏
見
人
形
は
、
伏
希
荷
社
の
参
吏
の
土
産

物
で
あ
っ
て
、
形
づ
く
り
の
素
焼
の
人
形
に
、

白
、
赤
、
黄
、
釈
な
ど
の
彩
色
を
施
し
た
郷
土
玩

兵
の
一
種
で
あ
る
。
稲
荷
か
ら
深
草
に
か
け
て
産

出
す
る
良
質
の
粘
士
が
使
わ
れ
た
と
い
う
。
江
戸

時
代
の
最
盛
期
に
は
、
稲
荷
社
近
く
の
伏
見
街
道

に
は
、
五
0
余
り
の
窯
元
と
、
十
数
軒
の
店
舗
が

軒
を
並
べ
九
と
い
う
が
、
現
在
で
は
二
、
三
の
窯

元
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
い
。

な
お
伏
見
人
形
の
代
表
的
な
も
の
は
、
稲
荷
社

の
神
使
と
さ
れ
る
「
狐
」
や
「
布
袋
」
、
「
大
黒
」
、

「
鳩
」
、
「
天
神
」
、
「
牛
L
、
「
馬
L
「
犬
L
 
な
ど
で
あ

る
が
、
黒
社
校
地
内
の
発
掘
調
査
で
出
士
し
た

伏
見
人
形
の
中
に
は
、
箱
庭
に
用
い
九
「
塔
」
や

「
橋
L
を
は
じ
め
、
マ
マ
ゴ
ト
遊
び
の
「
鍋
」
、
「
釜
」
、

「
証
」
な
ど
の
ミ
ニ
チ
ユ
ア
も
含
ま
れ
て
い
る
。

(
同
志
礼
大
学
校
地
学
術
調
笹
委
員
会
網
査
主
任
)
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